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　デュランス河上流のセール = ポンソンのダム建設（1960 年完成）が引き起こすはずのさまざ
まな被害をいち早く指摘したのが、ジオノがアラン・アリュウと共同で執筆した物語『オルタン
ス、あるいは清流』（映画『清流』の原作、日本での公開タイトルは「河は呼んでいる」）である。
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